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研究成果の概要（和文）：大阪府教育センター・大阪府教育センター附属高校・大阪市立自然史博物館が連携して高校
生の興味・関心を高める実習を開発・実施した。実習に際しては生徒がタブレット型端末で写真撮影を行い、学習成果
をレポートやポスター及びプレゼンテーションの形で発表した。効果測定は、平成24年度実施の全国学力・学習状況調
査（中学校）の理科に関する生徒質問紙を使用して実施した。博物館と連携した実習は生徒の関心を高め、思考・判断
・表現の場を提供し、PISA型学力の養成に資することが確認できた。探究的な学習は博物館と連携した学習と共に実施
すると好ましい成果を生む傾向が見られた。

研究成果の概要（英文）：Learning activities cooperated with a museum was designed and practiced. In 
practice, the students took pictures with tablets and made a presentation on their outcome through a 
report or a poster. Measurement of effectiveness was done using student's questionnaires of the national 
achievement test. The learning activities cooperated with a museum raised the interest of the students, 
and offered the opportunities to foster student's abilities to think,judge and express, and finally 
contributed to the development of PISA orientated academic ability.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（1）平成 21年の高等学校学習指導要領解説
理科編に記載された改訂の経緯の中で、
OECD(経済協力開発機構)による PISA 調査な
ど各種の調査から見いだされた我が国の児
童生徒の課題として、次の３点があげられて
いた。① 思考力・判断力・表現力等を問う
読解力や記述式問題、知識・技能を活用する
問題に課題がある。 
② 読解力で成績分布の分散が拡大してお
り、その背景には家庭での学習時間などの学
習意欲、学習習慣・生活習慣に課題がある。 
③ 自分への自信の欠如や自らの将来への
不安、体力の低下といった課題があげられて
いた。 
（2）現行の学習指導要領では、指導計画の
作成に当たって配慮すべき事項として、大学
や研究機関、博物館などとの積極的な連携、
協力などが示されている。さらに、内容の取
扱いに当たって配慮すべき事項として、 
 
① 各科目の指導に当たっては、観察・実験
などの結果を分析し、解釈して自らの考えを
導き出し、それらを表現するなどの学習活動
を充実すること 
② 生命を尊重し、自然環境の保全に寄与す
る態度の育成を図ること。また、環境問題や
科学技術の進歩と人間生活にかかわる内容
等については、持続可能な社会をつくること
の重要性も踏まえながら、科学的な見地から
取り扱うことが示されていた。 
 
２．研究の目的 
本研究では、過去の PISA 調査結果から新

学習指導要領の実施に至る経過を鑑みなが
ら、大阪府で顕著となった全国学力・学習状
況調査の結果を踏まえた授業改善の必要性
を視野に入れ、博物館と連携することによっ
て、高等学校理科の目標とそれに準拠した評
価を実現するための多様な学習様式と、生徒
が自らの考えを表現する学習活動を一体化
して導入し、それに相応しい効果測定の実施
を試みる。 
 
３．研究の方法 
（1）研究体制 
大阪府教育センターが主となり、大阪府教育
センター附属高等学校を研究連携校、大阪市
立自然史博物館を連携博物館として研究体
制を構築した。 
 大阪市立自然史博物館と大阪府教育セン
ター・センター附属高校は約 500ｍの距離に
あり、生徒や教職員・指導主事が日常的に往
来することが可能である。 
大阪市博物館協会のキャンパスメンバー

ズ制度の適用を受け、生徒は生徒証を見せる
だけで、大阪市立自然史博物館、大阪市立科
学館、大阪歴史博物館、大阪市立美術館、大
阪市立東洋陶磁美術館、大阪城天守閣に何度
でも入館できる環境を整えた。 

（2）生徒の知的好奇心を喚起する実習を博
物館と共同開発し実施した。 
 
① 博物館で開催される特別展の生徒用ワ
ークシートを開発し、生徒の実習に供した。
ワークシートは高等学校理科の学習内容、小
中学校理科の既習事項、特別展の展示をつな
ぐよう学芸員、教諭並びに指導主事が共同し
た。可能な限り、特別展を企画した学芸員が
生徒に展示解説を実施し、加えて質疑応答も
行った。 

図１．モンゴル恐竜化石展ワークシート 

図２．モンゴル恐竜化石展実習風景 
 
② 夏季と冬季の休業期間中に、理科の授業
内容や「総合的な学習の時間」の調べ学習に
関連の深い博物館常設展を生徒が見学しレ
ポートを作成、提出する実習を企画し実施し
た。授業内容と博物館常設展の関連付けや生
徒向けのガイダンスに使用するプレゼンテ
ーション作成を行ない指導主事や学芸員が
講演した。 

図３．博物館について講演する学芸員 
 
③ バスを借り上げて、夏季に大阪湾岸の自
然海岸へ希望者を引率し、身近な生物多様性
を実感する実習を３年間実施した。冬季には
西はりま天文台に、バスを借り上げて、希望



者を引率し、「なゆた」望遠鏡による天体観
測を実施した。 
 
④ 博物館の走査型電子顕微鏡と豊富な標
本を活用したバイオミミクリーをテーマと
した探究的な学習を開発し実践に供した。 

図４．走査型電子顕微鏡を活用した実習 
 
（2）生徒がタブレット型端末で写真撮影や
動画撮影を行い、それを用いて実験の結果、
考察、博物館の見学成果等をポスターやプレ
ゼンテーションの形にまとめて発表した。 
 
① 教育センター附属高校にＡ１サイズの
ポスターが印刷できる大判プリンターを導
入した。 
② 教育センター附属高校にタブレット型
端末を導入（初年度 20 台、次年度 10台、最
終年度 10 台）し、無線ＬＡＮ基地局、サー
バも合わせて整備した。複数のタブレット型
端末を切り替えて、プロジェクターから生徒
が作成したプレゼンテーションを次々に投
影できる環境を整えた。 

図５．プロジェクターを使用した発表例 
 
（3）効果測定 
平成 24 年度に実施された，全国学力・学

習状況調査（中学校）の理科に関する生徒質
問紙（文部科学省 国立教育政策研究所
2012）を使用したアンケートを年度当初と年
度末に実施した。 
① 関心・意欲・態度についての質問 
1．理科の勉強は好きですか。 
2．理科の勉強は大切だと思いますか。 
4．理科の授業で学習したことは、将来、社
会に出たときに役に立つと思いますか。 

5．将来、理科や科学技術に関係する職業に
就きたいと思いますか。 

6．自然の中で遊んだことや自然観察をした
ことがありますか。 

7．科学や自然について疑問を持ち、その疑
問について人に質問したり、調べたりする
ことがありますか。 

10．観察や実験を行うことは好きですか。 
14．理科の授業でものをつくること（簡単な
カメラ、楽器、簡単なモーター、カイロな
どをつくる）は好きですか。 

② 思考・判断・表現についての質問 
3．理科の授業の内容はよくわかりましたか。 
8．理科の授業で学習したことを普段の生活
の中で活用できないか考えますか。 

9．理科の授業で、自分の考えや考察をまわ
りの人に説明したり、発表したりしていま
すか。 

11．理科の授業で、自分の予想をもとに観察
や実験の計画をたてていますか。 

12．理科の授業で観察や実験の結果をもとに
考察していますか。 

13．理科の授業で、観察や実験の進め方や考
え方がまちがっていないかふり返って考え
ていますか。 
各質問に肯定的に答えた生徒の割合（％）

を指標として、探究的な学習、博物館と連携
した学習並びに発表活動が、PISA 型学力の養
成にどのような効果があるのか測定した。 
 

４．研究成果 
(1)効果測定を行った講座と結果 
① H25 化学基礎（１年：２単位） 
博物館学習なし、探究的学習２回、 
プレゼンテーションなし 

関心・意欲・態度の領域では、改善は見ら
れなかった。 

図６．化学基礎：関心・意欲・態度 

図７．化学基礎：思考・判断・表現  



思考・判断・表現の領域でも、改善は見られ
なかった。 

② H25 理数生物（３年：４単位） 
博物館学習３回、探究的学習２回 
プレゼンテーション２回 
当初から高かった関心・意欲・態度の領域

で、更なる改善の傾向が見られた。 

図８．H25 理数生物：関心・意欲・態度 

図９．H25 理数生物：思考・判断・表現 
当初あまり高くなかった思考・判断・表現

の領域で、明らかな改善の傾向が見られた。 

③ H25 生物演習（３年：２単位） 
博物館学習なし、探究的学習なし 
プレゼンテーションなし 

図 10．生物演習：関心・意欲・態度 

図 11．生物演習：思考・判断・表現 
関心・意欲・態度の領域では、改善の傾向

は見られなかった。思考・判断・表現の領域
では、若干改善の傾向が見られた。 

④ H26 理数生物（３年：４単位） 
博物館学習２回、探究的学習なし 
プレゼンテーション２回 

図 12．H26 理数生物：関心・意欲・態度 

図 13．H26 理数生物：思考・判断・表現 
関心・意欲・態度の領域では、改善の傾向

が見られなかった。思考・判断・表現の領域
では、１つの項目を除いて明らかな改善の傾
向が見られた。 

⑤ H26 理科総合演習（３年：２単位） 
博物館学習２回、探究的学習４回 
プレゼンテーション１回 

関心・意欲・態度の領域では、当初低かっ
た項目で改善の傾向が見られた。 

図 14．理科総合演習：関心・意欲・態度 

図 15．理科総合演習：思考・判断・表現 



思考・判断・表現の領域でも、全ての項目
で改善の傾向が見られた。 

(2)PISA 型学力養成に関する考察 
博物館と連携した学習によって、理科につ

いて興味・関心の高い集団でも、低い集団で
も生徒の関心を高めたり、思考・判断・表現
の場をつくることができた。 
博物館と連携した学習は、教科学習と連携

した探究的な学習と共に実施すると、好まし
い相乗効果を発揮する。探究的な学習だけで
は、化学基礎のように改善が見られなかった。 
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り：特別展恐竜戦国時代の覇者！トリケ
ラトプスで学ぶ 

⑥ https://www.osaka-c.ed.jp/blog/fuzok
u/yotsuba-kousiki/2014/07/(教育セン
ター附属高校)第三回みさき公園臨海実
習 

⑦ https://www.osaka-c.ed.jp/blog/fuzok
u/yotsuba-kousiki/2014/06/(教育セン
ター附属高校)化学基礎「特別授業」食塩
水を見分けろ 発表会 

⑧ https://www.osaka-c.ed.jp/blog/fuzok
u/yotsuba-kousiki/2014/06/(教育セン
ター附属高校)化学基礎「特別授業」 

⑨ https://www.osaka-c.ed.jp/blog/fuzok
u/yotsuba-kousiki/2014/05/(教育セン
ター附属高校)理数生物博物館と連携し
た「特別授業」 

⑩ https://www.osaka-c.ed.jp/blog/fuzok
u/yotsuba-kousiki/2014/02/(教育セン
ター附属高校)化学基礎「特別授業」を行
いました。 

⑪ https://www.osaka-c.ed.jp/blog/fuzok
u/yotsuba-kousiki/2013/12/(教育セン
ター附属高校)ロッジに泊まって天体観
測 

⑫ https://www.osaka-c.ed.jp/blog/fuzok
u/yotsuba-kousiki/2013/07/(教育セン
ター附属高校)臨海実習 

⑬ http://www.osaka-c.ed.jp/kate/rika/k
yozai/Marine2014/「動物の分類と生
態」：博物館実習・臨海実習に際しての
ICT 活用型学習資料 

⑭ http://www.osaka-c.ed.jp/kate/rika/k
yozai/flora02/index.htm「被子植物の分
類」：博物館実習・植物観察実習に際して
の ICT 活用型学習資料 
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